含稀元素鉱物の研究(其の九) : 満洲国奉天省海城県邦石堡村下河魚溝産褐簾石 by 田久保, 實太郎 & 繁澤, 和夫
Title含稀元素鑛物の研究(其の九) : 滿洲國奉天省海城縣邦石堡村下河魚溝產褐簾石
Author(s)田久保, 實太郎; 繁澤, 和夫




















































I 1 ・1 v
CoO 14．55 1i．93 1O．89 11．61
MgO 0．75 O．80 O．80 O．18
M1n0 O．20 2．49 1．18 0．60
FeO 6．88 ｝・… 1O．14 11．23
F0203 9，84 2．55 4．31
A120割 17．68 17．20 17．47 14．55
C820莚 4．26 4．22 1O．30
厳族 4．0110．34 3．90 9．9620．9020．49
Y族 2、㎝ 2，95 0．64Th02 4．89 3．58 1．83 I．58
SiO， 31．49 32．35 31．86 31．36
U舌Oo 0．15 O．OO Su020・47 S・020・54O．00
H．O納 3．34 1．60 1．47 1．93
H20一〕 O．40 0．30 K800．08N・200・06 0．12














様土類合有量 1O．拠％ 11．07％ 20．90％ 20．49％
産　　　地　朝鮮威鏡北道蓬洞朝鮮黄海道安岳　丞竣践彼方村　　滋賀服比良谷








成分 下河魚津　　山　城　子 京部市修事院 縮島焼針遣
（F・0＋Fe20語） 16．72％ 18．67％ 12．69％ 15．54％
A1ρ霊 17．68 17抑 17．47 ユ4．55
Ca0 14．55 11．93 1O．89 11．61
計 48．95％ 47．60％ 41．05％ 41．70％
愛媛縣彼方 滋賀服比良谷 鮮鏡北道達　利　洞 朝鮮貴海道妾岳
（腕〇十Foρ。） 15．05％ 26．48％ 15．48％ 18．87％
A1203 15，45 15，99 15．67 16．16
C且O 8．82 9．32 10．60 10．83
計 39．32％ 51．79％ 41．75％ 45．86％
1oo 囲久保．桑揮
　即ち日本産のものは（FeO＋晦O“，Al．0，CaO成分の合有量の和が児ぞ坦ん41％で
あるが，これに封し蒲洲産は47～48％の大値を示．し比良谷産のらのほ静近的にこれに近
似す。
化夢組成
　本鎮物の化學組成を決定するために，前記の分析値から，各成分の分子比を計算した一。
此の際Ce族称土類元素ρ平均原子量をCe族称土Iハ，Pr，Ce，一Nd，Sm，卵の原子量
の不均値1理を採用し，Y族称士及びU・0・は合有量少なく，化學組成を決定するに鐵
しては大きな影響を及ぼさないために之れを無税した。各成分の分子比は次の通りであ
る。
リニ便榊：
　3）　囚　　便　　元　素　R－70，：ThO，・・…・…………・・・…0・0185
4）旧慣の酸基元素 @㌶lll’II．．膿1・・棚・
　5）合水量　　H．0＋）・・・・・・・・・・・・・・…一〇．1956
　今TbO。分及Si0分の分子比は
TbOパSO，＝1：1を示すThSiO．T㎞証eとしての存在を假定して除外した。英の外
の成分印ちRn0，RI1I，O、，」撃ri，Ti〕0，及びHO，の分子比に就て比較すれば次の結果と
底る。
　　　　Ru0：R㎜20，：｛斗Ti）02：H20
　　　　＝O．3767：・0．2598：0．5194：O．1956
　　　　＝4．35　　：　　3　　　：5．94　　：2．25
　裁に二憤元素及水分の過大値を考慮に入れ広いとすれば英の比は略近的に次の値とな
る。
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　　　　RIIO：R111303：（Si，Ti〕O晶：H20
　　　　…≡＝4：3：6：2
　英の結果4R”O：3R】平。O。：6（Si，Ti〕Oパ・2H里O
　　　　　　＝4｛Ca，Fe，Mg，Mn）：3（A1，Fe，Ce，・・…・〕，03：6（Si，Ti）Oパ2H20
　本銭物は41Ca，Fe，Mg，Mn〕：3（A1，Fe，Ce，・・・…）里Oぺ6（Si，Ti〕O里：2H．0た．る化學
組成に恰當する結果となる。
　嘗てN．正㎎strδm氏は】。5ケ所の産地の褐簾石の分析結果から次の二式を提唱して居
る。
　　　　2（2RO，Si02）：3RIII203：4SiO，l　H20・・・…　1）
　　　　2｛2R0，SiO，〕＝3RIII里03：4Si02：2H20＿＿2）
　上式は更に次の如き式に書直すことが出來る。
　　　　4RO，3R里O冊6§i02‘H壬O一＿．1）
　　　　4RO，3R，O畠，6Si02，2H20…＿2）
　本來褐廃石にこの二式で示す様な組成物のものが原成物として存在するか否かは疑問
であって，一般に，1）式は新鮮底褐廃石の組戒を表し，2）式はH．Oが多いが，それは
風化に依るものと者へられてゐた。
　元來褐盤石は珪酸盟鏡物であるが，風化し易い銭物で．しばしば英の表面は黄褐色の
褐鐵鍍様の風化生成物の度殻を被ってゐる。風化すれば一般の結果として，Ca，稀土元
素及ぴSiOさが減少し，Fe．O。及びH．Oを増するものであることは風化物の分析結果
に即合して明かであ瓦合本銭物の化學組成を見ると，。N・耳㎎strδmの2）式に合致し
てみて，且本分析試料が幾分風化を受けたものであった事を考へ合ぜれば，本銭物の分
析値が一般の褐廃石に比較して成分の相違する事も説明出來ると者へられる。
